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〈安全に正しくお使いいただくために〉 

   この説明書では、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人への危害や財産への損害を 

  未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は、次のようになっ 

  ています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

    警 告 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷を負

う可能性が想定されることを表しています。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が障害を負う可能性が 

想定される、および物的損害のみの発生が想定されることを表しています。 

安全に正しくお使いいただくために 

注 意 

警 告 

濡れ手 

禁止 

濡れた手で操作、点検、接続をしないでください。 

感電の恐れがあります。 

電源遮断 
配線作業時および、ヒューズ交換時には、必ず電源を切った状態で行

ってください。感電することがあります。 

電源遮断 

万一異臭や異常な発熱をしたり、煙が出たときは、ただちに電源を切

ってください。そのまま使用すると火災の恐れがあります。当社の支

店・営業所に修理をご依頼ください。 

定格厳守 
ヒューズは指定の定格のものを使用してください。指定外の定格のヒ

ューズを使用したり、ヒューズホルダを短絡しないでください。火災、

爆発、感電の恐れがあります。 

定格厳守 
指定の定格電源電圧、容量を守ってください。守らないと機器を破損

したり火災の恐れがあります。 

使用場所 

制限 

可燃性、引火性、爆発性ガスまたは蒸気、水のある場所で使用しない

でください。火災、爆発、感電の恐れがあります。 

    
注 意  

落下禁止 製品を落下させたり、強い衝撃を与えないでください。ケガをしたり、 

製品が壊れる恐れがあります。 
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１ 概要 

   指示計（ＲＥ０１－□１Ｌ型）は、計測機器からの４～２０ｍＡＤＣの信号を受けて指示する計器です。 

また、照明装置にはＬＥＤ蛍光灯を使用しています。 

 

２ 仕様 

  （１）形状………………………壁面取付型（標準タイプ） 

  （２）構造………………………ＳＰＣＣ２．３ｔ 溶接組立。内器は取り外し可能 

  （３）扉…………………………前面片開き、右吊り元 

  （４）入力信号…………………４～２０ｍＡＤＣ 

 （５）入力抵抗…………………２５０Ω 

  （６）目盛有効径………………ＲＥ０１－２１Ｌ:φ２００    ＲＥ０１－３１Ｌ:φ３００ 

ＲＥ０１－４１Ｌ:φ４００    ＲＥ０１－５１Ｌ:φ５００ 

                ＲＥ０１－６１Ｌ:φ６００    ＲＥ０１－８１Ｌ:φ８００ 

（７）目盛有効角度……………２７０° 

  （８）照明装置…………………ＬＥＤ蛍光灯 

                ＲＥ０１－２１Ｌ:５Ｗ×１本   ＲＥ０１－３１Ｌ:５Ｗ×３本 

ＲＥ０１－４１Ｌ:５Ｗ×３本   ＲＥ０１－５１Ｌ:５Ｗ×３本 

                ＲＥ０１－６１Ｌ:１０Ｗ×３本  ＲＥ０１－８１Ｌ:１０Ｗ×３本 

（９）指示値精度………………±１％Ｆ.Ｓ. 

 （10）電源………………………ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０Ｈｚあるいは６０Ｈｚ 

 （11）電源端子…………………標準（１組）   ：大型指示計内部で計測用と照明用に分岐 

               電源分離型（２組）：計測用と照明用 

  （12）消費電力…………………ＲＥ０１－２１Ｌ:４０Ｗ以下   ＲＥ０１－３１Ｌ:４０Ｗ以下 

ＲＥ０１－４１Ｌ:５５Ｗ以下   ＲＥ０１－５１Ｌ:５５Ｗ以下 

                ＲＥ０１－６１Ｌ:８５Ｗ以下   ＲＥ０１－８１Ｌ:８５Ｗ以下 

  （13）塗装色……………………内面：マンセル Ｎ９．０    外面：マンセル５Ｙ７／１ 

  （14）質量………………………ＲＥ０１－２１Ｌ:約２５ｋｇ   ＲＥ０１－３１Ｌ:約３５ｋｇ 

ＲＥ０１－４１Ｌ:約４０ｋｇ   ＲＥ０１－５１Ｌ:約５０ｋｇ 

                ＲＥ０１－６１Ｌ:約５５ｋｇ   ＲＥ０１－８１Ｌ:約８５ｋｇ 

  （15）使用周囲温度……………０～５０℃。 

                屋外や軒下、湿気、水気のある場所、腐食性ガスが発生する場所では使用 

しないこと。 

  （16）保護装置…………………信号回路、電源回路とも避雷器付き 

（但し、電源分離型の場合、ＬＥＤ蛍光灯の回路には避雷器が付きません） 

３ 付属品 

    電源回路用予備ヒューズ（２Ａ）            １本 
サーボユニット用予備ヒューズ（０．５Ａ）  １本 
コネクタ付きケーブル                      １本 
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４ 外形図 

   標準タイプ（壁面取付型）の外形図となります。 
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５ 接続図 

標準タイプの回路（ＬＥＤ蛍光灯の電源は盤内で分かれます） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電源分離型の回路（ＬＥＤ蛍光灯の回路には避雷器が付きません） 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D 種接地 

D 種接地 

LED 蛍光灯 

LED 蛍光灯 

TR101-3：サーボユニット 

TL313-1：電源用避雷器 

TL115-1：信号線用避雷器 
注）RE01-21L では LED 蛍光灯の数 

は１ヶとなります。 

LED 蛍光灯ｽｲｯﾁ 

LED 蛍光灯ｽｲｯﾁ 
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６ 各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上の写真は参考図です。大きさ・タイプによって、ＬＥＤ蛍光灯の配置・数量が異なります。 

 

７ 運転 

   大型指示計の外扉と中扉を開けて、電源線と信号線を端子台に接続します。 

   スイッチプレートの上にある電源スイッチと蛍光灯スイッチ（ＬＥＤ蛍光灯用）をＯＮにして下さい。 

ＬＥＤ蛍光灯が点灯し、指針が動きます。 

   以上で運転が開始されます。 

     

ＬＥＤ蛍光灯 外扉 名称銘板 

内扉 
(目盛板が付いています) 

端子台 

サーボユニット 

信号線用避雷器 

電源用避雷器 

パネル本体 

スイッチプレート 
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８ 保守点検 

指針目盛の誤差が±１％以上生じ校正を必要とする場合は、次の２通りの方法で信号を入れて確認でき 

ます。 

（１） 電流発生器を使って端子台から信号を入れる。 

① 大型指示計の底部にある端子台４番と５番に接続されている外部からの信号線を外します。（信

号線を切り離しますので、他の計器が接続されていたとき、その計器はマイナス方向へ動くか、

もしくは指示値が止まります） 

② ４番端子に電流発生器の＋側を、５番端子に－側を接続します。 

次に、出力を４ｍＡにして指針が最小値を指示するように、サーボユニットの基板上にある零

調整トリマを回します。また、出力を２０ｍＡにして指針が最大値を指示するようにスパン調

整トリマを回します。これを２～３回くり返し、最小値と最大値を合わせます。 

（２） 電流発生器から直接サーボユニットに信号を入れる。 

① サーボユニットに接続されている図１の○部分のコネクタを外し、付属されている図３のコネ

クタ付きケーブルを接続します。（信号線を切り離しますので、他の計器が接続されていたと

き、その計器はマイナス方向へ動くか、もしくは指示値が止まります） 

② 赤色チューブの端子を電流発生器の＋側へ、青色チューブの端子を電流発生器の－側へ接続し

ます。 

次に、出力を４ｍＡにして指針が最小値を指示するように、サーボユニットの基板上にある零

調整トリマを回します。また、出力を２０ｍＡにして指針が最大値を指示するようにスパン調

整トリマを回します。これを２～３回くり返し、最小値と最大値を合わせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．サーボユニット（信号線）         図２．図１を矢印Ａ側から見た図 

                               （左：零調整トリマ、右：スパン調整トリマ） 

 

 

 

 

 

 

 

 図３．付属されているコネクタ付きケーブル 

 

Ａ 

信号線 
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９ ユニット構成 

大型指示計（ＲＥ０１－□１Ｌ）は、下図のようにＴＬ３１３－１、ＴＬ１１５－１、ＴＲ１０１－３

で構成されています。（標準タイプの場合） 

 
 
 
 
 
 
 
 

１０ 保守基準 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＬＥＤランプの品番は、以下となります。 
   ＲＥ０１－２１Ｌ、３１Ｌ、４１Ｌ、－５１Ｌ用 

      ：7808-287（東芝ライテック㈱製 ＬＤＭ１０ＳＳ・Ｎ／５／５） 

   ＲＥ０１－６１Ｌ、－８１Ｌ用：7808-288（東芝ライテック㈱製 ＬＤＭ２０ＳＳ・Ｎ／１０／１０） 

  必要に応じて交換を行って下さい。ＬＥＤ蛍光灯は、２１Ｌのみ１ヶ、他は３ヶ使用しています。 
ＬＥＤランプの寿命（70％に明るさが落ちるまでの時間）は 40,000 時間です。 

  
※ＬＥＤランプの交換は、ランプソケットに差し込んだ後、９０°回転させ、確実に取り付けて下さい。 
ＬＥＤランプの正常取付向きは、ランプ口金のランプ取付位置マークがランプソケットのＧＺ１６端 
子挿入口と同じ位置になるようにします。 
 
 
 
 
 

ＲＥ０１－□１Ｌ シリーズ 
 

○・・・点検、調整 

◎・・・部品交換目安 

部品 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ内容 場所・部品・その他 日常 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 

TR101-3 基本点検 
基準入力電流と 

指示値の関係 
   ○   ○   ◎ 

TL115-1 
接地抵抗測定 100Ω以下    ○   ○   ○ 

保守交換 避雷器全体    ◎   ◎   ◎ 

TL313-1 
接地抵抗測定 100Ω以下    ○   ○   ○ 

保守交換 避雷器全体    ◎   ◎   ◎ 

LED蛍光灯 明るさ LEDランプ ○     ◎    ◎ 

TL313-1 

電源用避雷器 

TL115-1 

信号線用避雷器 

 
 
TR101-3 

サーボユニット 

AC100V 

4～20mADC 
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当取扱説明書は、２０１８年１０月現在のものです。 
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